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1．はじめに
近年では東海地震や首都直下地震など，さまざま
な地震発生の危険性が危惧されている。そこで日本
女子大学では地震対策のひとつとして，2008年度
に全学生に対して「大学生・大学院生のための日本
女子大学　防災ガイド」1）を配布した。しかし，大
規模な地震災害を常に身近に感じられるということ
はなく，この防災ガイドを日頃から持ち歩いている
学生は多くなく，防災ガイド自体の認知度も低い。
そこで本研究では日本女子大学目白キャンパスを
対象に，学生の防災意識を明らかにした上で，大学
の防災対策の実態を踏まえ，携帯版地震防災ガイド，
地震防災啓発用 HP，冊子版地震防災ガイドの 3種
類の IT技術とアナログな手段を組み合わせた提案
を行い，学生の防災意識の啓発を目的とする。
2．日本女子大学の防災の実態
日本女子大学の防災時の対応と日本女子大学の学
生の防災意識について既往研究 2–5）を参考に調査し
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抄　　録　本学では地震対策の一つとして，2008年度に「大学生・大学院生のための日本女子大学　防災
ガイド」を全学生に配布したが，掲載されている内容に一般的事項が多く，学生へ浸透していないのが現状
である。そこで本研究では，目白キャンパスを対象に，大学の防災対策の実態と学生の防災意識を明らかに
した上で，携帯版地震防災ガイド，地震防災啓発用HP，冊子版地震防災ガイドを組み合わせた提案を行う。
アンケート調査を実施して，学生が携帯しやすい形式を検討し，財布に入れて持ち歩ける大きさと，本学に
特化した内容を意識して提案した。今後はHPや冊子の繋がりをより深めることが課題であるが，これらの
活用により学生に対する事前の意識啓発効果が期待できる。
キーワード：防災，地震，大学，防災ガイド，意識啓発，アンケート調査
Abstract Japan Women’s University distributed a “Disaster prevention guidebook for students and grad-
uate students of Japan Women’s University” to all students in 2008. The guidebook contained only general
information so many students are still not knowledgable about this subject. Therefore, this paper considers
the present state of university prevention measures and students’ attitude about disaster prevention. We pro-
posed new materials combined with a portable guidebook, a learning website, and an advanced guidebook.
According to the results of our user needs questionnaire, we created an optimum portable-sized guidebook
for students to carry in one’s wallet that contain specific information about earthquake disaster prevention.
These materials are promising for student enlightenment.
Keywords : disaster prevention, earthquake, university, disaster prevention guidebook, 
student enlightenment, questionnaire
た。その結果，建物の耐震性については 2008年現
在，目白キャンパスにあるほとんどの建物で耐震工
事が終了しているが，一部建物では耐震工事が済ん
でおらず，大地震が起こった場合に危険の可能性が
ある他，目白キャンパス内の食料の備蓄，緊急用回
線の不足などが明らかになった。
3．学生を対象としたアンケート調査
目白キャンパスに通う学生を対象に，アンケート
調査を実施した。アンケート調査の主な目的は，学
生が普段どのような携帯物を持ち歩いているのかを
明らかにして携帯版防災ガイドの形態を決定するた
めである。同時に学生の防災意識も明らかにし，携
帯版防災ガイド及び地震防災啓発用 HP，冊子版地
震防災ガイドに盛り込む内容の検討を行う。アンケ
ート調査の概要と主な調査項目を表1に，回答者の
属性（学年）を図1に示す。
学生が普段持ち歩いている携帯物の携帯率を図2
に示す。一番その頻度が高い携帯物は財布であり，
調査対象者全員が携帯率 9割以上の選択肢を回答し
ている。また，図3に示す普段使用している財布の
種類をみると，7割以上の学生が「折りたたみ財布」
をあげている。
「財布に収納でき，災害の直後から事後に対応し
ている防災ガイドがあるとすると収納し携帯する
か。」という問では，7割以上の学生が「携帯する」
と回答している。その結果を図4に示す。
住居学科に所属する学生は，普段使用している財
布に入れて持ち歩き携帯すると答えた学生が
86.5％である。しかし住居学科以外の学生で，普段
使用している財布に入れて持ち歩き携帯すると答え
た学生は 63.4％である。この背景として，住居学
科の授業には必修科目・選択科目として「住居構造」
「力と形」「住居安全情報論」「構造・材料実験」と
いったカリキュラムが組まれており，日頃から建築
物の安全性や地震災害の恐ろしさを学ぶ機会が多い
ことがあり，災害についての関心が高いことが推察
できる。また，図5にみるように，普段使用してい
る財布に入れて持ち歩き携帯しない理由として一番
多かった回答は，「財布に入れる必要性を感じない
から」であった。
4．携帯版地震防災ガイドの提案
携帯版地震防災ガイドの大きな目的はガイドの携
帯率を上げることである。アンケートの結果もふま
え，財布に折りたたんで収納する形式に決定した。
日本女子大学紀要　家政学部　第 57号　　Jpn. Women’s Univ. J. Vol.57 (2010)
― 82 ―
図1 回答者の属性（学年） 図2 学生の携帯物とその頻度
表1 アンケート調査の概要とその項目
財布に収納できる量を，お札を
折りたたまずに収納できる長財
布のタイプとお札を折りたたん
で収納する折りたたみ式財布の
タイプで比較を行なった。その
結果を表2に示す。なお，比較
は両タイプとも 2つずつ用意
し，それぞれのサイズを測っ
た。
長財布と折りたたみ式財布の
収納スペースは若干であるが異
なっている。長財布のカードを
入れるスペースに入らないカー
ド類はお札を入れるスペースに
収納することも可能である。両
タイプとも財布自体をボタンや
ファスナーで留めて持ち歩くの
が一般的なため，多くのものを
入れて持ち歩くことはできない
と考えられる。
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表2 財布に収納できるスペースの比較
図3 普段使用している財布の種類
図4 財布に収納できる携帯版防災ガイドを持ち歩くか
図5 携帯版防災ガイドを財布に収納しない理由
学生が普段から現金以外で財布に収納しているも
のは，カード類が主であると考えられる。カードを
入れるスペースは，長財布，折りたたみ式財布とも
に同等の機能を満たしている。また，カードを収納
した際にどのようなカードが入っているのか一目で
わかるようになっていて探しやすく取り出しやす
い。どこかに紛れ込んでしまう心配もない。そのた
め，このスペースに学生証や運転免許証，キャッシ
ュカード，クレジットカードなど，頻繁に使用する
カードを収納している場合が多い。このカードを入
れるスペースが携帯版防災ガイドの収納場所として
適しているとの結論に至った。
上記のような検討をふまえ，カードを収めている
スペースに収納することを考え，サイズは折りたた
んだときに縦の長さが 5.4 cm，横の長さが 8.6 cm
の長方形で学生証と同じ大きさにする。一枚の紙を
冊子状に折りたたみ，広げたときはその 8倍の大き
さの縦 17.2 cm，横 21.6 cmとする。
日本女子大学目白キャンパスに滞在中に地震が発
生した場合，その直後に最低限必要な情報のみを掲
載し，コンパクトながら非常時に役立つよう考えた。
携帯版地震防災ガイドの試作品を作成した。試作品
を用いてヒヤリングを行い，載せる項目を検討した。
ヒヤリングは日本女子大学，他大学学生を中心に計
10人に行い，自由に意見を述べてもらった。
その結果決定した携帯版地震防災ガイドの掲載項
目を表 3に，表，裏の各面を図 6，図 7に示す。面
1は図 6に示すように一般的な知識，面 2は図 7に
示すように，学内地図を対応させて，目白キャンパ
スにいる学生が必要な情報に特化した内容とした。
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図6 携帯版防災ガイドの面 1
ヒヤリングにより，「表紙が欲しい」「自分のデー
タや家族の集合場所を書き込めたら良いのではない
か」という意見が出たため，カードサイズのケース
をつけてそこに自分のデータを書き込めるようにし
た。
5．地震防災啓発用HPと冊子版地震防災ガイド
携帯版地震防災ガイドはあくまで地震発生直後の
みに対応しており，日本女子大学に特化した項目を
中心に載せている。そのため，地震発生前に知って
おくべき必要がある情報や，発生直後に知りたい情
報のもっと細かい部分などを学生に啓発する手段と
して，地震防災啓発用HPと冊子版地震防災ガイド
の作成を試みた。この 2つの媒体は両方とも掲載項
目ふまえ，「地震に備えて」「地震発生後」と大きく
2つに分けた。
それぞれに対する具体的な掲載項目については，
地震防災啓発用 HPのトップページの項目（図 8）
を参照されたい。楽しく学習できるように，ロゴを
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図7 携帯版防災ガイドの面 2
表3 携帯版防災ガイドの掲載項目
カラフルにし，絵を多用するなどした。また，日本
女子大学目白キャンパスの内容であるため，日本女
子大学の地震防災に関連する項目にはピンク色の星
印をつけて，どの項目が関連しているのか一目でわ
かるようにした。
冊子版地震防災ガイドも地震防災啓発用HPと同
様に目次を付けてどの項目がどこに掲載されている
のかがわかるようになっている。冊子版のような情
報媒体であると読み返さない学生が多いため，読ん
でみたい気持ちになるようにカラフルにしたり，絵
を多用するなどした。
6．おわりに
2008年度に配布された防災ガイドは，一般的事
項が多いために学生へ浸透していなかった。学生が
携帯しやすい形式・内容をアンケート調査を踏まえ
て検討し，財布に入れて持ち歩けるような大きさと，
日本女子大学に特化したものになるように意識して
提案した。その結果 3種類の地震防災啓発プログラ
ムを作成したが，今後はHPや冊子の繋がりをより
深め，これらの活用により学生の安全性が確保され，
事前の意識啓発につながることを期待している。
本研究を進めるにあたり，当時当研究室卒論生有
賀小麦氏の協力を得た。また，アンケート調査，ヒ
ヤリングにご協力いただいた方々に深く感謝する。
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図8 地震防災啓発用HPのトップページ
